
～平成30年度交付決定額： 46,097 千円 平成31年度申請額： 7,401 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

 10 その他事業（自主財源，民間団体，他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

市民が自主的に活動することで、文化遺産に対する関心や意識の向上や、地域の文化遺産の保存と次
世代への確実な継承が期待でき、地域の活性化につながる。また各文化遺産を積極的に活用すること
で、古い街並や祭礼などを目的とした市域への観光客の増加に寄与することができる。

これまで知多市教育委員会や本事業により、仏像や石仏、建造物、習俗、信仰などの悉皆調査を行っ
てきた。今後も市域の文化財の把握につとめ、将来的に策定に取り組む。

地方公共団体
担当部局課

知多市教育委員会 生涯学習課 歴史民俗博物館

 11「文化財保存活用地域計画」の作成・認定や「文化財保存活用大綱」の策定，「歴史文化基本構想」の策定
や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

地域文化財総合活用推進事業 実施計画

愛知県知多市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

本実施計画に係る全体の企画・調整や、各補助事業に係る指導などは、知多市教育委員会生涯学習課
歴史民俗博物館が行う。
また、補助事業は次の団体が実施する。補助事業に係る書類及び成果物等は実行委員会事務局が管理

することとし、実施期間終了後は知多市に継承する。
知多市文化遺産活用事業実行委員会（会長：竹内徳得）
構成団体（北粕谷祭り保存会、岡田街並保存会、岡田二区中組山車まつり保存会、知多市教育委員

会）
事業終了後は、知多市教育委員会において、事業の実施報告及び成果の評価を行う。また、評価結果

については、本実施計画で実施する事業計画内容に反映させることとする。具体的には、効果の乏しい
と評価される事業に関しては、事業内容の見直しや休止を検討し改善を図る。また、事業の内容、評価
結果を市内に所在する団体に公表、共有し、新規や追加の事業の検討材料とさせることで、各団体の自
主的な活動を促す。その結果当初計画されていなかった事業を実施することになった場合、本実施計画
の見直しを実施することとする。

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

第２次知多市生涯学習都市づくり推進計画（第２次見直し版）（平成３０年策定）を踏まえ、知多市
域に所在する、有形無形の指定文化財、登録文化財、未指定文化財などの文化遺産の、次世代への継承
や活用を通じて、地域活性化を推進するための取り組みを実施する。

※第２次知多市生涯学習都市づくり推進計画（第２次見直し版）はURL（http://www.city.cｈ
ita.lg.jp）を参照。
※実施計画期間の始期については、平成29年度文化遺産総合活用推進事業（文化芸術振興費補助金）募
集案内１１ページの記載を参照し、当該実施計画の始期とした。

地域文化遺産活性化

平成 23 年度 ～ 平成

知多市の文化遺産を活かした地域活性化
事業

【計画の改善時期】
平成３１年度

事業概要：
知多市歴史民俗博物館事業として、当地域ゆかりの歴史、民俗、美術を紹介する展覧
会を、毎年７回前後実施している。

事業概要：
文化財の保存、継承、管理、修復を目的とした事業に対する補助金を毎年計上してお
り、平成31年度は3,210千円を計上している。

事業概要：
文化財の悉皆調査を継続して実施しており、平成31年度は「知多市の講」２次調査４
年目にあたり、調査報告書を刊行する予定である。

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

31 年度

様式１－１



人 人

0%

人 人 人 99 人

平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度

平成 31 年度 104 人

設定根拠４：
本事業を通じて趣旨目的に賛同し新規に入会した人数を、75歳の定年制による脱会者数
を上回るものと想定する

進捗状況４： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値４： 【現状値】 平成 30 年度 99 人 ⇒ 【目標値】

目標区分４： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分４： 祭礼行事等の保存会会員数、保存団体数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標４： 岡田二区中組山車まつり保存会の正規会員数 関連事業: ④

人 人

100% 0% 100%

人 300 人 270 人 310 人

平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度

平成 31 年度 300 人

設定根拠３：
北粕谷地区の人口が平成31年度に640人に減少すると仮定し、祭礼行事への参加住民の
割合を平成28年45%から平成31年47パーセントへの増加を見込み設定

進捗状況３： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値３： 【現状値】 平成 28 年度 300 人 ⇒ 【目標値】

目標区分３： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分３： 祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標３：
北粕谷地区の人口社会減(平成25年710人→平成28年673人）の状況
の中で、同地区春祭りに参加する住民の数を維持する 関連事業: ②

人 人

0% 68% 2% 42%

934 人 1,655 人 957 人 1,385 人

平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度

平成 31 年度 2,000 人

設定根拠２： 平成24年から27年にかけて倍増（453人→934人）しており、今後も増加を見込み設定

進捗状況２： 各年度，状況値，目標に対する達成率

目標値２： 【現状値】 平成 27 年度 934 人 ⇒ 【目標値】

目標区分２： 地域の文化資源を核としたコミュニティの再生・活性化

評価指標区分２： 地域の文化遺産への来場者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２：
岡田の街並見学時にガイドボランティアを依頼
した人数

関連事業: ①、③

0% 0% 0% 0%

年度

27,580 人 25,343 人 20,590 人 21,767 人 人 人

第２次知多市生涯学習都市づくり推進計画を基に設定

進捗状況１： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32

設定根拠１：

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

目標区分１： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分１： 地域の文化遺産関係資料館、博物館等の年間入館者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１：
地域の文化遺産を扱う知多市歴史民俗博物館の
年間入館者数

関連事業: ①、②、③、④

目標値１： ⇒【現状値】 平成 27 年度 【目標値】27,580 人 平成 31 年度 28,600 人

様式１－１別紙①



人 人

0% 41%

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度

人 人 957 人 1,385 人

～ 平成 30 年度

事業概要：
岡田街並保存会ガイドボランティアが、ガイドに活かすため、あいちヘリテージマネー
ジャーから古い建造物の調査方法を学び専門的な知識を取得する。

評価指標区分： ・ボランティアガイド利用者数 （具体的な指標は次のとおり）

31 年度 平成 32

具体的な指標： 岡田の街並見学時にガイドボランティアを依頼した人数

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 957 人 ⇒ 【目標値】 平成 31 年度 2,000 人

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 30 年度 平成

人 300 人 270 人 310 人 人 人

100% 0% 100%

事業③： ボランティアガイド育成事業 実施団体： 岡田街並保存会

事業区分： 人材育成 事業期間： 平成 30 年度

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

北粕谷山車「花王車」の修復と、あわせて修復現場の見学会と修復記念イベントの実
施、記録冊子の作成を実施する。

評価指標区分： ・祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：
北粕谷地区の人口社会減の状況(平成25年710人→平成28年673人）の中で、同文化財が
曳き回される春祭りに参加する住民の数

目標値： 【現状値】 平成 28 年度 300 人 ⇒ 【目標値】 平成 31 年度 300 人

事業概要：

31 年度 85 人

31 年度 平成 32 年度29 年度 平成 30 年度 平成

北粕谷山車「花王車」を修復しての地域活性化事業 実施団体： 北粕谷祭り保存会

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

平成 27 年度 平成 28 年度 平成

⇒

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 29 年度

人

0% 100% 133%

人 86 人 人人 82 人 85

事業②：

 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①： 岡田の古い街並説明会事業 実施団体： 岡田街並保存会

評価指標区分： ・保存会への新規入会者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 岡田街並保存会の会員数

目標値：

～ 平成 31 年度

事業概要：
あいちヘリテージマネージャーによる岡田の街並と古い建物の現地説明会を実施する。
また、イベントの拠点となる古い建物を案内するための資料を作成する。

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 29 年度

【現状値】 平成 28 年度 82 人 【目標値】 平成

様式１－１別紙②



0%

28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成

140 人

進捗状況： 各年度，状況値，目標に対する達成率

年度平成 27 年度 平成

人 人 人 130 人 人 人

事業概要：
建造から200年以上が経過し、経年劣化が著しい岡田中組山車「雨車」について、修復
を実施するとともに、知多市歴史民俗博物館において修復後のお披露目、からくり人形
とお囃子の実演を行う。

評価指標区分： ・保存会への新規入会者数 （具体的な指標は次のとおり）

31 年度 平成 32

具体的な指標： 小学生～一般の中組伝統芸能保存会員並びに岡田二区山車まつり保存会員数の増加

目標値： 【現状値】 平成 30 年度 130 人 ⇒ 【目標値】 平成 31 年度

事業④： 知多市文化財岡田中組山車「雨車」修復事業 実施団体： 岡田二区中組山車まつり保存会

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 31 年度 ～ 平成 31 年度


